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ヒトにおける胎児期、乳児期の栄養環境と成長後の疾患発症リスクに関する最初の研究は、

Ravelli らによる第二次世界大戦中のオランダの飢饉(Dutch Famine)の際に出生した新生

児のコホート研究である。その後、英国の Barker らがイングランドとウェールズの 212 の

地域について心血管疾患(CVD)による死亡率と同地域の約 60 年前の新生児死亡率が相関し

ていることを明らかにし、成人後の CVD の発症は胎児期の栄養と高い相関があることを見

出した。これが有名な「Barker 仮説」である。さらに、近年の疫学研究や動物実験などに

より、生活習慣病を中心とした非感染性疾患(NCDs)の発症が胎生期から小児期の環境と関

連していることが明らかになり、Gluckman らによってより包括的な概念である DOHaD
仮説が提唱された。この仮説は現在広く受け入れられ、慢性腎臓病(CKD)も DOHaD 仮説と

の関連で発症や進行リスクが高まると考えられている。 
そこで、我々は小児腎臓病学会主導で行われている小児 CKD 疫学研究および厚生労働省

のデータベースを使用して、胎内環境と CKD との関連を解析した。すなわち、小児 CKD
疫学研究から得られた高度小児 CKD(ステージ 3-5)の 447 人を小児 CKD ケースとし、平成

23 年人口動態統計および OECD Health Data 2011 から算出した、同時期に出生した全て

の児の出生体重と比較することで、CKD に対する LBW(＜2,500g)および早産(＜37 週)のリ

スク比(RR)、人口寄与割合(PAF)を算出した。さらに LBW の中から子宮内胎児発育遅延

(IUGR)を抽出し、IUGR の有無が CKD 発症に関連しているか否かを検討した。その結果、

早産児、低出生体重児、IUGR 児いずれの群においても小児 CKD の発症と強い関連がある

ことが明らかとなった。これらの結果は Vikse らが報告したノルウェー大規模な出生コホー

トの報告結果とも類似している。ただし、今回の検討はあくまでも後方視的研究であり様々

な交絡因子が含まれているため、早産低出生体重と小児期発症 CKD の因果関係については

言及できない。従って、今後多施設共同の前方視的検討が望まれる。 
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